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　昨年９月に策定した第３次基本構想を受けて、「私たちがつ
くる水と緑のまち」を実現していくための各分野の施策を体
系化した「狛江市前期基本計画」の策定を進めてきました。
　策定に当たっては、市民分科会での検討や小・中学生の意
見、パブリックコメント、市民アンケートなど幅広い市民の

皆さんに参加いただきました。
　狛江市前期基本計画は、第３次基本構想と併せ、市
ホームページでご覧になれるほか、政策室でも一部
２９０円にて頒布しています。
〔問い合わせ〕政策室企画法制担当

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江市市市市市市市市市市前前前前前前前前前前期期期期期期期期期期基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画をををををををををを策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定ししししししししししまままままままままましししししししししし狛江市前期基本計画を策定しましたたたたたたたたたたた

狛江市前期基本計画
施 策 小 項 目施 策 中 項 目施 策 大 項 目分 野

臼行政に対する市民参加の活発化　渦行政と市民活動団体や事業所との協働の促進
嘘市民参加と市民協働に関する基本条例の見直し市民参加と協働のまちづくり市民参加と協働のまちづくり1

まちづくり
の原則

臼地域における相互交流の活性化
渦地域の課題を自主的に解決できる新たなコミュニティの形成地域の魅力を高めるまちづくり地域の魅力を高めるまちづくり

臼平和を求めるまちづくり　渦人権を尊重するまちづくり平和を求め人権を尊重するまちづ
くり

平和を求め人権を尊重するまちづ
くり

臼豊かな公共空間の実現　渦積極的な情報提供の推進
嘘行政評価の実施と行政サービスの質の維持・向上・効率化　唄組織体制の確立と人材育成行政運営の刷新　行政運営の刷新　2

行財政運営 臼戦略的な目標値の設定　渦歳出の効率化に向けた取り組み　嘘歳入確保に向けた取り組み財政の健全化財政の健全化

臼小規模自治体としての自立と地域の魅力づくり　渦自治体運営の基本ルールの検討
嘘自治体間の広域連携と分権改革の推進自治体としての自立と広域連携自治体としての自立と広域連携

臼多摩川・野川の環境向上　渦多摩川・野川の環境活用　嘘水循環の回復と活用水環境の保全と活用水と共生するまち3
自然・環境 臼緑の保全と創出　渦公園の整備と管理　嘘緑のネットワークの形成緑の保全と緑化の推進緑があふれるまち

臼ごみ減量化の推進　渦安定した資源回収体制の確立ごみ減量と資源回収の推進
環境に優しいまち

臼環境保全意識の啓発　渦低炭素社会の構築　嘘良好な環境の維持環境に優しい社会の構築

臼適正な土地利用の推進　渦良好な住宅地の形成適正な土地利用による良好な住環
境の形成

便利で快適なまち

4
都市基盤 臼都市計画道路の整備促進　渦生活幹線道路の整備促進機能的な道路網の形成

臼バリアフリー化の推進　渦安全に移動できる道路の整備
嘘公共交通の充実と利用促進　唄サイクルシティの形成安全で快適な交通環境の実現

臼都市拠点地区の整備　渦生活拠点地区の整備にぎわいのある駅周辺地区の整備

臼災害に強い都市基盤の整備　渦自主防災活動の推進
嘘災害時要援護者等の対策の充実　唄集中豪雨や局地的大雨対策の推進災害に強いまち

安心して暮らせる安全なまち 臼地域防犯体制の強化と警察との連携　渦防犯意識の向上防犯対策の充実

臼交通ルールの遵守とマナーの向上　渦交通安全教育の推進交通安全対策の充実

臼下水道施設の整備、更新　渦下水道の災害対策の推進下水道の整備推進

臼美しい景観のまちづくりの推進　渦地域美化の推進　嘘景観条例の検討美しい都市景観の形成美しい景観のまちなみ

臼保育環境の充実　渦子育て・子育ちサポート体制の充実　嘘子育てしやすいまちづくり子育て・子育ち支援体制の充実子育てしやすいまち5
子育て・福祉
・健康づくり

臼総合的な福祉支援体制づくり　渦地域福祉活動の推進
嘘思いやりのあるまちづくり　唄災害時要援護者対策地域福祉の充実

いきいきと過ごせるまち
臼高齢者の自立生活の支援　渦高齢者の生きがいづくり
嘘介護予防・認知症予防の推進　唄介護保険制度の推進高齢者福祉の充実

臼障がい者（児）の支援体制づくり　渦障がい者の自立生活の支援　嘘障がい者（児）の外出支援障がい者福祉の充実

臼生活困窮者への支援　渦ひとり親家庭に対する支援生活困窮者等への支援

臼健康意識の向上　渦健康診査の充実　嘘健康づくりの推進健康づくりの推進
健やかに暮らせるまち

臼地域医療体制の充実　渦感染症対策の充実　嘘国民健康保険の適正な運営地域医療環境の充実

臼生きる力を育む教育の推進　渦新しい時代の学校づくり　嘘安心で安全な教育環境づくり学校教育の充実
子どもの成長を見守るまち

6
教育・文化 臼放課後の子どもたちの活動の場づくり　渦青少年の自立と社会参加を支える環境づくり

嘘青少年の健やかな成長に向けた活動の活性化青少年の自立と社会参加

臼生涯学習の推進　渦生涯学習に関する情報発信時代に即した生涯学習生涯を通して学び合うまち

臼地域に根ざした文化・芸術活動の振興　渦歴史遺産・文化財の保存と活用文化・芸術の創造と歴史の継承
文化を創造するまち

臼スポーツ・レクリエーション活動の促進　渦スポーツ・レクリエーション環境の整備スポーツ・レクリエーションの振興

臼意欲ある商店への支援　渦地域に密着した商店街への支援活気ある地域商業の実現
商工業を振興するまち7

産業・
消費生活

臼商工業者に対する経営支援　渦地域を活性化する起業者に対する支援地域産業の活性化

臼安全で品質の高い農産物の生産と地産地消の推進
渦農業経営の基盤強化と農業後継者の育成　嘘市民ふれあい農業の推進　唄農地の活用・保全都市農業の支援と活用都市農業を振興するまち

臼消費者意識の向上　渦消費生活相談コーナーの充実消費生活の充実
暮らしに豊かさと潤いのあるまち

臼観光資源の活用と創出　渦イベントの充実　嘘ふるさと交流活動の促進観光の推進と地域の活性化
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平
成　

年
度
予
算
が
狛
江
市
議
会

２２

第
１
回
定
例
会
で
議
決
さ
れ
、
成
立

し
ま
し
た
。

　

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
の
予
算

額
で
見
る
と
、
２
３
４
億
４
埀
６
０

０
万
円
で
前
年
度
比　

億
６
埀
９
０

１３

０
万
円
（
６
・
２
％
）
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
つ
の
特
別
会
計
を
含
め

た
予
算
総
額
は
、
３
８
１
億
８
埀
０

４
３
万
２
埀
０
０
０
円
で
、
前
年
度

比
７
億
２
埀
２
９
２
万
２
埀
０
０
０

円
（
１
・
９
％
）
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
も
引
き
続
き
財
政
基

２２

盤
の
強
化
に
努
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
財
政
課

■一般会計平成２２年度 会計別予算規平成２２年度　 会計別予算規模模

平
成

年
度
予
算
が
成

平
成　

年
度
予
算
が
成
立立

２２２２

　

行
財
政
改
革
大
綱
は
、
自
治
体
を

取
り
巻
く
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
行
政
運
営
の
在
り
方

の
見
直
し
、
効
率
化
、
財
政
基
盤
の

強
化
と
い
っ
た
行
財
政
改
革
の
基
本

的
な
考
え
方
を
示
す
も
の
で
す
。　

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
課
題
に
対
応
で
き
る
自
治
体

と
な
る
た
め
に
、
市
民
や
有
識
者
に

よ
る
「
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
策

定
委
員
会
」
を
設
置
し
て
検
討
を
進

め
、
こ
の
た
び
「
第
４
次
行
財
政
改

革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
大
綱
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で

２６

を
計
画
期
間
と
し
、
基
本
計
画
で
示

し
た
行
財
政
改
革
の
３
つ
の
方
向
性

に
、
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
重
視

す
べ
き
４
つ
の
視
点
か
ら
検
討
し
、

５
つ
の
基
本
施
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
基
本
施
策
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
行
財

政
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

 
■
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
基
本

方
針

　

狛
江
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

方
向
性
を
示
し
た
基
本
構
想
・
基
本

計
画
に
お
い
て
、
今
後
の
方
向
性
と

し
て
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ

効
率
的
に
活
用
し
な
が
ら
各
種
施
策

の
展
開
を
図
り
、
市
民
生
活
の
向
上

主
な
内
容

を
図
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
で
示
し
た
行
財
政
改
革

の
方
向
性
に
基
づ
き
、
基
本
方
針
を

次
の
３
つ
と
し
ま
す
。

▽
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

▽
行
政
運
営
の
刷
新

▽
財
政
の
健
全
化

■
行
財
政
改
革
を
進
め
る
上
で
重
視

す
べ
き
視
点

　

具
体
的
な
行
財
政
改
革
を
検
討
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
単
な
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
縮
小
や
低
下
を
招
く
も
の

で
は
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
と
効
率
化
が
図
れ
る
も
の
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
行
財
政
改
革
が
市
民
に

と
っ
て
魅
力
の
あ
る
自
治
体
と
し
て

自
立
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
と
な
る
よ
う
、
重
視
す
べ
き

４
つ
の
視
点
を
次
の
通
り
と
し
ま
す
。

視
点
１　

狛
江
の
独
自
性
を
活
か
す

視
点
２　

市
民
と
職
員
が
協
創
に
取

り
組
む

視
点
３　

職
員
の
意
欲
と
経
営
意
識

の
向
上

視
点
４　

環
境
へ
配
慮

■
行
財
政
改
革
大
綱
の
基
本
施
策

　

基
本
方
針
で
示
し
た
３
つ
の
分
野

に
お
け
る
取
り
組
み
の
方
向
性
に
４

つ
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
将
来
都
市

像
「
私
た
ち
が
つ
く
る
水
と
緑
の
ま

ち
」
実
現
に
向
け
た
行
財
政
改
革
の

基
本
施
策
と
し
て
、
次
の
５
つ
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 　

「
積
極
的
な
情
報
提
供
の
推
進
」
は
、

市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
も
基
本
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い

く
上
で
は
、
情
報
提
供
の
推
進
に
よ

る
情
報
の
共
有
化
が
不
可
欠
な
も
の

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
狛
江
の
魅
力

を
高
め
、
狛
江
の
独
自
性
を
生
か
し

た
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
そ

の
対
応
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
情
報
の
共
有
化
と
市
民

本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
第

１
の
基
本
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

〔
取
り
組
み
の
方
向
性
〕

▽
積
極
的
な
情
報
提
供
と
共
有
化
の

推
進

▽
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
対
応
方
法

の
充
実

 　

市
民
参
加
と
協
働
の
推
進
は
、
市

民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
だ
け

で
な
く
、
行
政
運
営
の
刷
新
に
向
け

た
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
り
、
市
民

と
の
「
協
創
」、
財
政
の
健
全
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
と

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
も
「
豊
か
な

公
共
空
間
の
実
現
」
や
財
政
の
健
全

化
、
事
業
所
と
の
「
協
創
」
に
つ
な

基
本
施
策
１　

情
報
の
共
有
化
と

市
民
本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供基
本
施
策
２　

市
民
参
加
と
協
働
、

事
業
所
と
の
役
割
分
担
の
推
進

が
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
参
加
と
協
働
、
事

業
所
と
の
役
割
分
担
の
推
進
を
第
２

の
基
本
施
策
と
し
ま
す
。

〔
取
り
組
み
の
方
向
性
〕

▽
市
民
と
職
員
の
「
協
創
」
関
係
づ

く
り

▽
行
政
に
対
す
る
市
民
参
加
の
活
性

化▽
行
政
と
市
民
活
動
団
体
と
の
協
働

の
推
進
と
事
業
所
と
の
役
割
分
担

 　

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
な

が
ら
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
し

て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
全
庁
的
な
経
営
シ
ス
テ

ム
と
各
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕

組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
政
策
形
成
に
つ
な
が
る
仕
組

み
と
そ
れ
を
評
価
し
、
改
善
に
つ
な

げ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画：

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
・

実
行：

Ｄ
ｏ
・
評
価：

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
・

改
善：

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
サ
イ
ク

ル
を
整
え
、
経
営
意
識
を
向
上
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
行
政
経
営
（
運
営
）
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
第
３
の
基
本
施
策

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

〔
取
り
組
み
の
方
向
性
〕

▽
全
庁
経
営
体
制
の
構
築

▽
政
策
形
成
と
展
開
シ
ス
テ
ム
の
構

築▽
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 　

行
財
政
改
革
を
直
接
担
う
の
は
職

員
で
あ
り
、
そ
の
能
力
開
発
と
育
成
、

意
欲
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
は
行

政
運
営
の
刷
新
の
み
な
ら
ず
、
市
民

基
本
施
策
３　

行
政
経
営（
運
営
）

シ
ス
テ
ム
の
構
築

基
本
施
策
４　

人
材
の
育
成
と
組

織
の
改
革

参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
財
政

の
健
全
化
に
お
い
て
も
重
要
な
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
職
員

の
意
欲
と
能
力
を
生
か
し
、
市
民
ニ

ー
ズ
や
社
会
の
変
化
に
迅
速
に
対
応

す
る
に
は
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
組
織

体
制
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
人
材
の
育
成
と
組
織
の

改
革
を
第
４
の
基
本
施
策
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

〔
取
り
組
み
の
方
向
性
〕

▽
改
革
を
担
う
人
材
の
育
成

▽
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
づ

く
り

 　

財
政
の
健
全
化
に
よ
る
財
政
基
盤

の
強
化
・
充
実
は
、
将
来
都
市
像
の

「
私
た
ち
が
つ
く
る
水
と
緑
の
ま

ち
」
実
現
に
向
け
た
各
種
計
画
を
進

め
る
原
資
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
行

政
運
営
の
刷
新
や
市
民
参
加
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と
も
連
携
し
つ
つ
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

　

ま
た
事
業
所
と
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
削
減
等
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
や
効
率
化
を
図
り
、
財
政
基
盤
の

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
財
政
基
盤
の
充
実
を
第

５
の
基
本
施
策
と
し
ま
す
。

〔
取
り
組
み
の
方
向
性
〕

▽
戦
略
的
な
目
標
値
の
設
定
に
よ
る

財
政
管
理
の
充
実

▽
歳
出
の
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組

み▽
歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

▽
公
共
施
設
の
効
率
的
活
用
の
促
進

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
政
策
室
に
て
１

部　

円
で
頒
布
し
ま
す
。

３０
〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制

担
当 基

本
施
策
５　

財
政
基
盤
の
充
実

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財

狛
江
市
第
４
次
行
財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

　
　
　
　
　

改
革
大
綱
を
策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財

狛
江
市
第
４
次
行
財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

　
　
　
　
　

改
革
大
綱
を
策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

狛
江
市
第
４
次
行
財

狛
江
市
第
４
次
行
財
政政

改
革
大
綱
を
策

　
　
　
　
　

改
革
大
綱
を
策
定定

対前年度比較
平成２１年度平成２２年度

　　　　年　度

区　分　　　　 増減率増減額

６．２％１，３６９，０００２２，０７７，０００２３，４４６，０００一 般 会 計

△４．２％△６４６，０７８１５，３８０，５１０１４，７３４，４３２特 別 会 計

△８．１％△６５９，１６７８，１１６，６１８７，４５７，４５１国 民 健 康 保 険

△８９．３％△１９，１９１２１，５００２，３０９老 人 保 健 医 療

７．３％９５，６８４１，３０８，９８９１，４０４，６７３後期高齢者医療

１．０％３７，６１９３，８２５，７９２３，８６３，４１１介 護 保 険

０．８％１５，６７６１，９２５，３４２１，９４１，０１８公 共 下 水 道

△２．５％△１，６９９６７，２６９６５，５７０駐 車 場 事 業

皆減△１１５，０００１１５，０００－受 託 水 道 事 業

１．９％７２２，９２２３７，４５７，５１０３８，１８０，４３２合　　　計

（単位：千円）

「
私
た
ち
が
つ
く
る
水
と
緑
の
ま
ち
」
実
現
に
向
け
て
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■
対
象

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
し
、
市
内
に
住
民
登
録
（
外
国

人
登
録
を
含
む
）
を
し
て
い
る
方
※

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
額

　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
万

３
埀
０
０
０
円

■
申
請
書
の
送
付

　

４
月　

日
昇
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

２０

■
支
給
日

　

第
１
回
目
の
振
り
込
み
は
、
６
月

　

日
昭
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１０■
申
請
方
法

〔
４
月
以
降
に
出
生
し
た
子
ど
も
の

い
る
世
帯
ま
た
は
転
入
し
た
世
帯
〕

出
生
・
転
入
の
翌
日
か
ら　

日
以
内

１５

に
、
子
育
て
支
援
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
が
遅
れ
る
と
、
受
給

期
間
が
短
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
世

帯
〕
市
が
送
付
す
る
「
子
ど
も
手
当

認
定
請
求
書
」
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
と
と
も
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
て
中
学

校
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
〕
市
が
送
付
す
る
「
子
ど
も
手
当

額
改
定
認
定
請
求
書
」
に
記
入
の
上
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
て
中
学

校
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
な
い

世
帯
〕
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
生
計
中
心
者
が
公
務
員
の
世
帯
〕

勤
務
先
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
生
計
中
心
者
が
市
外
に
住
民
登
録

し
て
い
る
世
帯
〕
生
計
中
心
者
が
住

民
登
録
し
て
い
る
自
治
体
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
子
ど
も
が
市
外
に
住
民
登
録
し
て

い
る
世
帯
〕
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
請
の
締
め
切
り

　

４
月
以
降
に
出
生
・
転
入
を
し
た

方
以
外
の
方
は
、
９
月　

日
昭
（
消

３０

印
有
効
）
が
最
終
の
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
寄
附

　

子
ど
も
手
当
の
寄
附
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

桶
屋
と
樽
屋
と

　

東
和
泉
、
和
泉
工
業
所
の
絹
山 
晃 あき

 
広 
さ
ん
（
昭
和　

年
生
）
は
、
子
ど

ひ
ろ

２９

も
の
こ
ろ
、
砧
の
東
宝
撮
影
所
に
、

黒
沢
明
監
督
「
用
心
棒
」
の
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
を
見
に
い
っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
三
十
六
年
、
三
船
敏
郎
主
演
の

あ
の
映
画
の
中
に
、
祖
父
忠
治
さ
ん

が
注
文
を
受
け
て
作
っ
た
大
き
な
桶

が
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

い
ま
は
水
道
工
事
業
を
営
む
絹
山

家
で
す
が
、「
桶
屋
」
の
屋
号
で
よ
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
東
和
泉
に
は
も
う

一
軒
、
桶
屋
と
よ
ん
で
い
る
「
絹
山

工
業
所
」
が
あ
り
、
当
家
は
忠
治
さ

ん
の
弟
の
次
郎
さ
ん
の
創
業
。

　

や
は
り
同
業
者
で
あ
る
東
野
川
の

「
栗
山
設
備
」
も
、
桶
屋
の
屋
号
を

も
つ
家
で
す
。
栗
山
徳
三
さ
ん
（
明

治　

年
生
）
か
ら
、
八
十
三
歳
の
夏

３８
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
親
父
の
鉄
五
郎
が
分
家
に
出
て
、

桶
屋
を
は
じ
め
た
。
親
方
は
和
泉
の

絹
山
忠
治
さ
ん
の
先
代
。
五
、
六
年

そ
こ
に
年
季
で
修
業
に
入
っ
て
。
わ

た
し
は
親
父
か
ら
桶
作
り
を
習
っ
て

ね
、
三
軒
茶
屋
に
修
業
に
も
ゆ
き
、

帰
っ
て
き
て
か
ら
、
井
戸
を
や
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ポ
ン
プ
と
い
う
も
の

が
で
き
て
、
井
戸
堀
り
や
っ
て
ポ
ン

プ
を
と
り
つ
け
る
。
そ
の
前
に
は
井

戸
は 
釣  
瓶 
。
昔
は
ね
、
コ
ン
ク
リ
の

つ
る 
べ

井
戸 
側 
（
側
壁
の
枠
、
井
戸
枠
）
な

が
わ

ん
て
な
い
か
ら
、
井
戸
側
を
桶
で
作

っ
た
。
そ
の
井
戸
側
を
ね
、
井
戸
掘

っ
た
中
へ
入
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ

だ
か
ら
、
井
戸
の
仕
事
、
桶
屋
が
や

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
」

　

桶
屋
か
ら
ポ
ン
プ
屋
、
水
道
工
事

業
へ
と
移
行
し
た
同
業
者
に
は
、
岩

戸
北
の
「
栗
山
工
業
商
会
」
も
あ
り

ま
し
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
廃
業
。

　

昔
の
桶
屋
さ
ん
は
、
風
呂
桶
、 
盥 
、

た
ら
い

洗
い
桶
、水
汲
み
桶
、お 
櫃 
、 飯  
台 
、 半 

ひ
つ 

は
ん 
だ
い 

は
ん

 
切 
、 
岡  
持 
、
そ
し
て 
肥  
桶 
な
ど
と
、

ぎ
り 

お
か 
も
ち 

こ
え 
お
け

さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
の
道
具
を
作
っ

た
り
修
理
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

猪
方
の
市
川
昭
一
家
も
、
桶
屋
と

よ
ば
れ
て
き
た
家
で
す
。
昭
一
さ
ん

（
昭
和
３
年
生
）
の
話
。「
桶
屋
は
川

崎
の 
有  
馬 
で
修
業
し
て
き
た
祖
父
が

あ
り 
ま

は
じ
め
、
親
父
の
代
の
昭
和
二
十
六

年
ご
ろ
ま
で
や
っ
て
い
た
。
わ
た
し

も
登
戸
の
叔
父
の
と
こ
ろ
で
修
業
し

た
ん
で
す
よ
。
う
ち
の
桶
作
り
は
造

り
酒
屋
の
大
桶
が
主
体
に
な
っ
て
ま

し
た
が
、
ふ
つ
う
の
桶
も
手
が
け
た
。

樽
造
り
も
し
て
、
岩
戸
の
土
屋
酒
造

や
和
泉
の
大
隅
屋
、
府
中
の
野
口
さ

ん
な
ど
に
酒
樽
を
納
め
た
り
、
千
歳

烏
山
や
宇
奈
根
の
醤
油
屋
に
醤
油
樽

を
納
め
て
も
い
ま
し
た
」

　

駒
井
の
高
橋
清
家
は
、清
さ
ん（
昭

和　

年
生
）
の
曾
祖
父
の
代
に
桶
屋

２７
を
や
っ
た
の
で
、
屋
号
は
桶
屋
。
ま

た
、
猪
方
の
石
井
貞
男
家
は
、
貞
男

さ
ん
（
昭
和　

年
生
）
の
祖
父
が
樽

１０

の
回
収
や
修
理
な
ど
も
手
が
け
て
い

た
の
で
、
樽
屋
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

中
和
泉
の
白
井
勇
家
で
は
、
樽
の

回
収
業
を
手
広
く
営
ん
で
い
ま
し
た
。

起
業
者
は
、
勇
さ
ん
（
昭
和　

年
生
）

１３

の
祖
父
の
勇
吉
さ
ん
。
屋
号
は
樽
屋
、

そ
の
名
を
と
っ
て 
樽  
勇 
と
も
。
酒
樽

た
る 
ゆ
う

は
近
在
の
酒
店
の
他
、
日
本
橋
新
川

の
問
屋
、
醤
油
樽
は
銚
子
の
野
田
へ

も
運
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
二
十
四
年

ご
ろ
か
ら
、
樽
か
ら
瓶
に
主
力
が
移

り
、
瓶
屋
と
も
よ
ば
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
回
収
業
も
平
成
四
年
に
廃
業
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

�その　１９５　�

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
支
援
す
る
た
め
ỏ
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方
に
ỏ
子
ど
も
手
当
を
支
給
し
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係
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中
小
企
業
者
向
け
融
資
あ
ỳ
旋
制
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〔
あ
っ
旋
要
件
〕
▽
中
小
企
業
信
用

保
険
法
第
２
条
第
１
項
に
い
う
中
小

企
業
者
▽
個
人
事
業
主
は
市
内
に
居

住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金
は
都
内

で
１
年
以
上
同
一
事
業
を
営
ん
で
い

る
こ
と
▽
法
人
は
市
内
に
主
た
る
事

務
所
を
有
し
、
運
転
資
金
お
よ
び
設

備
資
金
の
あ
っ
旋
の
場
合
は
、
１
年

以
上
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

▽
市
税
が
課
税
さ
れ
、
す
で
に
納
期

の
経
過
し
た
市
税
を
完
納
し
て
い
る

こ
と
（
法
人
の
代
表
者
を
含
む
）
▽

創
業
資
金
の
場
合
、
市
内
で
事
業
を

営
む
予
定
も
し
く
は
市
内
で
事
業
開

■
狛
江
市
小
口
事
業
資
金

始
後
１
年
未
満
の
個
人
ま
た
は
法
人

で
あ
る
こ
と
。
融
資
を
受
け
た
日
か

ら
６
月
以
内
に
創
業
す
る
こ
と
▽
現

在
、
市
の
融
資
あ
っ
旋
を
受
け
た
融

資
金
を
償
還
中
で
な
い
こ
と

 
〔
あ
っ
旋
要
件
〕
▽
中
小
企
業
信
用

保
険
法
第
２
条
第
２
項
に
い
う
小
規

模
企
業
者
で
あ
り
、
常
時
使
用
す
る

従
業
員
の
数
が　

人
（
卸
売
、
小
売

２０

ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下

の
会
社
お
よ
び
個
人
で
あ
る
こ
と
▽

東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
融
資

残
高
合
計
が
１
埀
２
５
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
▽
個
人
事
業
主
は
市
内

■
狛
江
市
小
口
零
細
企
業

事
業
資
金

に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

こ
と
。
運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金

は
都
内
で
１
年
以
上
同
一
事
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と
▽
法
人
は
市
内
に
主

た
る
事
務
所
を
有
し
、
運
転
資
金
お

よ
び
設
備
資
金
の
あ
っ
旋
の
場
合
は
、

１
年
以
上
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る

こ
と
▽
市
税
が
課
税
さ
れ
、
す
で
に

納
期
の
経
過
し
た
市
税
を
完
納
し
て

い
る
こ
と（
法
人
の
代
表
者
を
含
む
）

▽
創
業
資
金
の
場
合
、
市
内
で
事
業

を
営
む
予
定
も
し
く
は
市
内
で
事
業

開
始
後
１
年
未
満
の
個
人
ま
た
は
法

人
で
あ
る
こ
と
。
融
資
を
受
け
た
日

か
ら
６
月
以
内
に
創
業
す
る
こ
と
▽

現
在
、
市
の
融
資
あ
っ
旋
を
受
け
た

融
資
金
を
償
還
中
で
な
い
こ
と

■狛江市小口零細企業事業資金の概要

創業資金設備資金運転資金資金の使途

５００万円以内５００万円以内５００万円以内融資あっ旋額
５年以内※６
カ月の据置期
間を含む

５年以内※６
カ月の据置期
間を含む

５年以内※６カ
月の据置期間を
含む

償　還　期　間

２．０％融　資　利　率

０．５％１．０％事業主負担負　担
割　合 １．５％１．０％１．０％市役所負担

東京信用保証協会の保証を得る場合　保証協会
の判断による個人事業主

連　帯
保証人 融資あっ旋を受けようとする額にかかわらず法

人の代表者法人事業者

保証協会は、保証金額および保証期間により信
用保証料を徴収します。
※運転および設備は、この制度利用による融資
あっ旋額に相当する信用保証料の２分の１を、
創業はこの制度利用による融資あっ旋額に相当
する信用保証料の全額を市が補助します。

保　証　付　融　資

■狛江市小口事業資金の概要

創業資金設備資金運転資金資金の使途

５００万円以内１，０００万円以内１，０００万円以内融資あっ旋額

５年以内※６
カ月の据置期
間を含む

７年以内※６
カ月の据置期
間を含む

７年以内※６カ
月の据置期間を
含む（基金協会
の保証による場
合５年以内）

償　還　期　間

２．０％融　資　利　率

０．５％１．５％事業主負担負　担
割　合 １．５％０．５％０．５％市役所負担

▽東京信用保証協会の保証を得る場合　保証協
会の判断による
▽東京都農業信用基金協会の保証を得る場合　
５００万円超　１人

個人事業主
連　帯
保証人

融資あっ旋を受けようとする額にかかわらず法
人の代表者法人事業者

保証協会または基金協会は、保証金額および保
証期間により信用保証料を徴収します。
※運転および設備は、この制度利用による融資
あっ旋額に相当する信用保証料の４分の１を、
創業はこの制度利用による融資あっ旋額に相当
する信用保証料の全額を市が補助します。

保 証 付 融 資

　

市
内
金
融
機
関
の
協
力
の
も
と
ỏ
市
内
中
小
企
業
者
の
健
全
な
経
営
活
動
を
促
進
し
ỏ
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ỏ
融
資
の
対
象
や
限
度
額
を
拡
大
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
Ố

　

よ
り
利
用
が
し
や
す
く
な
ỳ
た
事
業
資
金
の
融
資
あ
ỳ
旋
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
地
域
活
性
課
地
域
振
興
係

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
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知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららららららららら

子
ど
も
手
当
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

　

３
月　

日
昌
に
川
口
町
と
長
岡
市

３１

は
合
併
し
、
新
・
長
岡
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
長
岡
市
川
口
地
域
と
よ

り
い
っ
そ
う
の
交
流
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
市
民

活
動
推
進
係

ủ
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
Ứ新
潟
県
川
口
町
は
ỏ

長
岡
市
と
合
併
し
ま
し
た
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広報こまえ　平成 ２２ 年（２０１０ 年）４ 月 １５ 日　迦

狛江市役所　察 （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/FAX HP

　平成１７年３月に前期５カ年の「みんなで子育て・こまえ
プラン」（狛江市次世代育成支援行動計画）を策定し、子育
て関連の各種事業に取り組んできました。その後の取り組
みや社会情勢の変化などを踏まえ、狛江市次世代育成支援
行動計画策定委員会等において必要な事項の検討を行い、
平成２２年度から２６年度までを計画期間とする後期計画を策
定しました。
　計画の策定に当たっては、市民アンケート調査、中学生
の意見交換会、市民説明会、パ
ブリックコメント等により、皆
さんに貴重なご意見をいただき、
ありがとうございました。
　このプランは、子育て支援課
窓口にて１部５００円で頒布して
います。また、市ホームページ
や中央図書館、西河原公民館図
書室、各地域センター図書室等
でもご覧になれます。
〔問い合わせ〕子育て支援課企
画支援係

■基本目標から施策項目の体系

項　　目主要課題基本目標

▽子育て情報を的確に提供します
▽子育て相談機能を充実します

子育て情報を的確に提供
し相談機能を充実する

基本目標１

子どもが健やか
に育つ家庭づく
りを支援してい
きます

▽啓発活動を推進します
▽学習・交流の機会を提供します

子育て力を高める手助け
をする

▽妊産婦・乳幼児期保健対策の着実な推進を
します
▽小児医療の拡大・充実を図ります

母と子の健康を確実に育
む

▽「狛江市食育推進計画」の基本方針に基づく、
次世代育成に向けた食育の推進を目指します

「食育」の考え方を広め、
食に関心を向ける

▽子どもたちの性に関する必要な知識の普及
を推進します
▽子どもたちのメンタルヘルス対策を推進し
ていきます

思春期の心と体を守る保
健対策を充実する

▽子育て支援施設の機能を充実します
▽子育てを支援する活動を活性化し充実しま
す

地域での子育て支援体制
を充実する

基本目標２

地域の子育て力
を高める環境を
創出していきま
す

▽子どもたちの遊び場・居場所を確保します
▽中学生・高校生の居場所を広げます

子どもたちの遊び場・居
場所を広げる

▽地域での交流活動を促進します
▽青少年の活動を活性化します

地域での活動を充実する

▽ユニバーサルデザインを基本としたまちづ
くりを推進します

子育てしやすい都市・生
活環境を創出する

▽子どもたちの健全な育成を阻害する有害環
境への対策を推進します

子どもたちを取り巻く有
害環境を取り除く

▽地域に人材を求め活用していきます
▽子育て支援のボランティアを育成していき
ます

子育てを地域で支えるた
めの人材を確保する

▽子どもたちの権利や視点を反映させたまち
づくりをします
▽いじめや不登校等への取り組みを推進しま
す

子どもたちの人権を擁護
する

基本目標３

子どもの生きる
力と豊かな心を
育む環境を整え
ます

▽幼児教育の内容の充実を図るとともに、関
係機関との連携を進めます
▽保育園・幼稚園・小学校の連携を強化しま
す

幼児教育の充実を図る

▽開かれた学校として地域や家庭との連携を
深めます
▽生きる力を育む教育環境等を整備します

学校教育の充実を図る

▽学校教育における体験学習の充実を図りま
す
▽地域における体験学習の機会の拡大を推進
します

体験学習の機会を広げる

▽乳幼児等とのふれあい機会を提供します
次代の親の育成を支援す
る

▽就労支援情報の提供を促進します
仕事と子育てが両立でき
る就労環境をつくる

基本目標４

男女にかかわら
ず子育てに参加
する社会にして
いきます

▽保育園定数の見直し等受け入れの拡大を行
います
▽多様なニーズに応じた保育サービスを行い
ます

待機児対策と保育サービ
スを充実する

▽男女共同参画社会の推進をします
▽男性の子育てへの参加を促進します

男女ともに子育てに参加
する社会をつくる

▽子どもの交通安全対策を推進します
▽子どもの防犯対策を推進します

子どもたちの安全を確保
する

基本目標５

子どもや子育て
家庭が安心して
生活できる社会
にします

▽児童虐待防止のための体制を強化します
▽子どもたちへの適切な支援をします

子どもの虐待防止と被虐
待児の立ち直りを支援す
る

▽相談・療育事業を充実します
▽特別支援教育に取り組みます
▽在宅支援を充実します

障がいのある子どもと家
庭への支援を充実する

▽相談事業の充実を推進します
▽ひとり親家庭への支援サービスの充実を図
ります

ひとり親家庭等への支援
を充実する

▽子ども関係手当制度の推進を図ります
▽子どもの医療費の助成を充実します

子育て家庭への経済的支
援を推進する

を策定しましを策定しましたた
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ともにつくるともにつくる、、
子どもが健やかに育ち子どもが健やかに育ち、、

安心して子育てのできるまち・狛安心して子育てのできるまち・狛江江

基 本 理 念

●子どもたちの幸せと利益を最大限に尊重します
●多様なニーズに応えることのできる子育て支援体制を確立
していきます

●子育て家庭を温かく見守り支援する地域をつくります
●市・市民・事業者等との連携を大切にしていきます
●子育て支援サービスは質的な向上を確保して提供していき
ます

計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画のののののののののの基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本的的的的的的的的的的なななななななななな視視視視視視視視視視計画の基本的な視点点点点点点点点点点点

●狛江市の現状を踏まえた子育て支援環境の充実
●子育てに関わるコミュニケーションの活性化
●子ども家庭支援センターの拡充
●地域ぐるみで進める次世代まちづくり
●児童虐待防止等の取り組み強化
●ワークライフバランス（仕事と家庭の調和）の推進
●計画推進の強化

前前前前前前前前前前期期期期期期期期期期５５５５５５５５５５カカカカカカカカカカ年年年年年年年年年年をををををををををを踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏ままままままままままええええええええええててててててててててのののののののののの主主主主主主主主主主要要要要要要要要要要課課課課課課課課課課前期５カ年を踏まえての主要課題題題題題題題題題題題

●狛江市の子育て支援システムの充実
●増大するさまざまな保育需要への対応
●地域ぐるみの子育て・子育て支援体制強化

計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画のののののののののの重重重重重重重重重重点点点点点点点点点点施施施施施施施施施施計画の重点施策策策策策策策策策策策

「「子ど子どもも・親・親・・地地域が育つ 子育て一番のまち 狛江域が育つ　子育て一番のまち　狛江」」

行 動 理 念
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き
重
要
な
課
題
で
す
。

陰
法
・
制
度
の
普
及

隠
人
権
意
識
の
啓
発

韻
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
・
広
報
等
の

取
り
組
み

吋
相
談
体
制
の
強
化

右
人
権
意
識
の
育
成
と
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
確
保

３　

政
策
・
方
針
決
定
過
程

へ
の
女
性
の
参
画

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

基
盤
と
な
る
政
治
分
野
・
行
政
分
野
・

市
民
活
動
等
に
お
け
る
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
の
方
針
決
定
へ
の
女
性
の
参

画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

陰
市
政
に
お
け
る
男
女
平
等

隠
行
政
分
野
に
お
け
る
男
女
平
等

韻
市
民
活
動
に
お
け
る
男
女
平
等

４　

就
労
環
境
の
整
備　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
の
推
進

　

男
女
が
と
も
に
個
性
や
能
力
を
発

揮
し
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
選
択

で
き
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
に
お
い
て
、

仕
事
と
子
育
て
や
介
護
等
の
仕
事
以

外
の
生
活
と
の
両
立
が
で
き
る
社
会

を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
働
き

方
の
見
直
し
を
含
む
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

陰
法
・
制
度
の
周
知
・
啓
発

隠
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支

援
の
推
進
（
※
）

韻
労
働
者
の
権
利
の
確
保

吋
事
業
者
と
の
連
携
強
化

右
自
営
業
・
農
業
に
お
け
る
男
女
平

等
の
推
進

宇
双
方
向
の
情
報
交
換

烏
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
支
援

５　

子
育
て
・
介
護
を
支
え

る
環
境
の
充
実

　

い
つ
で
も
、
だ
れ
も
が
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
子
育

て
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
動
や
就
労
と
介
護
の
両
立
で
き

る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
子
育
て
・

介
護
に
関
す
る
市
の
基
本
計
画
を
推

進
し
、
総
合
的
な
環
境
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

陰
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
※
）

隠
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

韻
人
材
の
確
保
と
研
修

吋
男
女
平
等
意
識
の
啓
発

右
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

宇
地
域
福
祉
活
動
の
促
進

烏
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

羽
子
育
て
世
代
が
交
流
で
き
る
場
づ

く
り
・
民
間
団
体
へ
の
支
援
（
※
）

６　

性
別
に
起
因
す
る
暴

力
や
人
権
侵
害
の
根

絶
（
※
）

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
、
性
別
に
起
因
す
る
暴

力
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
根
絶
に
向
け
、
性
別
に

起
因
す
る
暴
力
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
相
談
、
保
護
、
自
立
支
援
の

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

陰
Ｄ
Ｖ
の
予
防
の
た
め
の
取
り
組
み

隠
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
安
全
確
保
と
自
立

支
援

韻
相
談
業
務
の
充
実
と
関
係
機
関
と

の
連
携

　

男
女
が
自
立
し
た
個
人
と
し
て
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
男
女
共
同
参
画
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
計
画
で
す
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
狛
江
市
女

１３

性
行
動
計
画
２
０
０
１
「
こ
ま
え
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
」
を
発
展
的

に
引
き
継
ぎ
、
改
定
し
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
第
９
章
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
２
条
の
３
第
３
項
に
基
づ
く
、
狛
江
市
に
お

け
る
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害
者
の
保
護
の
た
め
の

施
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」（
市
町
村
基
本
計
画
）
と
し
て

策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
的
か
つ
効
率
的
な
計
画
推
進
の
た
め
、
庁
内
組
織
の
整
備
・
強

化
を
図
り
、
市
民
と
事
業
者
が
男
女
共
同
参
画
を
進
め
や
す
く
す
る
た

め
の
拠
点
整
備
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
率
先
し
て
男
女
共
同
参
画
を
実
践
し
ま
す
。

　

本
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
平
成　

年
５
月　

日
か

２１

１５

ら
６
月
１
日
ま
で
「
狛
江
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
と
市
民
意
識
調
査
集
計
結
果
は
、
政
策
室
に
て
有
償
頒
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整
担
当

　計画に広く市民の皆様の意見を反映させるため、パブリックコメントを実施しました。ここでは、計画に反映させていただい

た意見を中心に、それに対する回答の概要を公表します。

　なお、すべての意見とそれに対する回答は政策室にて有償頒布しています。また、市ホームページからもご覧になれます。

〔問い合わせ〕政策室協働調整担当

〔意見等の提出期間〕平成２１年１２月１５日（火）～１月２１日（木）

〔提出方法〕市ホームページ専用フォーム、電子メール、ファクス、郵送、窓口

〔提出者数〕１１人

回　　　　　　　　　　答市民意見・提案意見№

大綱５主要施策⑧に反映します。
「子育て世代が交流できる」とあるが、世代間交流ができる場が各地域に必
要である。

１

大綱１主要施策⑤の新規事業として盛り込みます。「シンボルマーク」または「標語」を公募し、啓蒙を図ることが必要である。２

「就労環境・仕事と生活の調和について　現状と課題」と大綱４の施策の方
針および主要施策⑦で反映します。

　仕事を継続する支援だけでなく、子育て中の女性が新たに就労できる支援
が必要であることを追加し、新規施策としても入れてほしい。

３

大綱５主要施策１事業謂１２に、次のように反映します。事業名「児童放課後
健全育成対策の充実」　 事業概要・目標「放課後子ども教室推進事業（フリ
ープレイ）の充実と運営体制の強化、専用施設の確保」

３４ページ、「児童放課後対策（フリープレイ）」という表現はおかしい。４

大綱４主要施策⑦に反映します。
３１ページ、チャレンジへの支援にスキルアップ講習だけでなく「保育支援の
強化」を入れてほしい。

５

重要なご指摘であると受け止めています。配慮は個々に応じて必要だが、基本的に男女、年齢による偏見差別はなくす。６

狛江市男女共同参画推進計画素案に関するパブリックコメント結果（概要）の公表



広報こまえ　平成 ２２ 年（２０１０ 年）４ 月 １５ 日　霞

狛江市役所　察 （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/FAX HP

 
▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
昭
午
後
８
時
ま
で

２２

▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
掌
午
前
８
時　

分
〜

２５

３０

午
後
５
時

〔
会
場
〕
納
税
課

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

４
月
１
日
か
ら
、
震
災
時
広
域
避

難
場
所
と
し
て
、
新
た
に
都
立
狛
江

高
校
を
指
定
し
ま
し
た
。

　

震
災
時
の
避
難
は
、
状
況
に
応
じ

て
一
時
避
難
場
所
（
最
寄
り
の
小
・

中
学
校
な
ど
）
に
集
合
し
て
か
ら
、

状
況
に
応
じ
て
広
域
避
難
場
所
（
多

摩
川
河
川
敷
、
狛
江
高
校
な
ど
）
へ

避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

避
難
時
に
は
、
市
や
防
災
機
関
か

ら
の
正
確
な
情
報
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
水
、
食
料
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
備
蓄
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

※
３
月
に
、
市
内
各
戸
配
布
を
行
っ

た
「
狛
江
市
防
災
マ
ッ
プ
」
お
よ
び

「
狛
江
市
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

 　

平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通

２２

知
書
を
４
月　

日
晶
に
発
送
し
ま
す
。

３０

４
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

狛
江
高
校
を
震
災
時
広
域
避

難
場
所
に
指
定

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
登
録
上
の
所
有
者
に
課
税
し

ま
す
。

　

現
在
所
有
し
て
い
な
い
の
に
納
税

通
知
書
が
届
く
場
合
は
、
３
月　

日
３１

昌
以
前
に
廃
車
ま
た
は
名
義
変
更
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、

来
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
に
転
入
し
、
軽
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
方
で
、
ま
だ
定

置
場
変
更
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
の
受
付
窓
口
は
、

軽
自
動
車
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
は
、
５
月　

日
捷
で
す
。

３１

〔
問
い
合
わ
せ
〕原
動
機
付
自
転
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
は
課
税
課
。
軽
三

輪
・
軽
四
輪
は
軽
自
動
車
検
査
協
会

東
京
主
管
事
務
所
多
摩
支
所
察
０
４

２
（
５
２
５
）
４
３
６
０
。
軽
二
輪
・

小
型
二
輪
は
東
京
運
輸
支
局
多
摩
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
察
０
５
０

（
５
５
４
０
）
２
０
３
３

 　

音
楽
を
通
じ
て
心
豊
か
な
地
域
社

会
を
形
成
し
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

を
目
指
す
「
音
楽
の
街
們
狛
江
」
構

想
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
音

楽
の
街
們
狛
江
」
構
想
推
進
委
員
会

の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の　

歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
の

１５
方
で
、「
音
楽
の
街
們
狛
江
」
構
想
に

関
心
の
あ
る
方

「
音
楽
の
街
們
狛
江
」
構
想

推
進
委
員
会
市
民
委
員
募
集

〔
募
集
人
員
〕
４
人
以
内

〔
任
期
〕
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２４

３１

〔
会
議
〕
年
６
回
を
予
定

〔
審
査
方
法
〕
書
類
選
考

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
晶
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

３０氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
お
よ
び
作

文
「
音
楽
の
街
們
狛
江
の
推
進
に
つ

い
て
」
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
へ
。

 　

市
の
管
理
す
る
道
路
の
占
用
を
許

可
す
る
際
に
、
道
路
占
用
者
か
ら
徴

収
す
る
占
用
料
を
、
市
の
固
定
資
産

税
評
価
額
か
ら
、
積
算
値
に
即
し
た

道
路
占
用
料
に
改
定
し
ま
す
。

　

市
民
負
担
・
企
業
負
担
の
減
を
図

る
た
め
激
変
緩
和
策
を
実
施
し
、
平

成　

年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
占
用
料

２８
を
改
定
し
ま
す
。

　

上
空
と
地
下
に
関
す
る
占
用
物
に

関
し
て
は
、
市
独
自
の
修
正
率
を
用

い
て
減
額
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
児
童
遊
園
や
都
市
公

園
に
関
す
る
占
用
料
も
同
様
に
改
正

し
ま
す
。

　

新
し
い
占
用
料
等
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
管
理
課
道
路

管
理
係

 　

ト
イ
レ
の
利
用
が
可
能
な
市
内
の

公
共
施
設
・
店
舗
等
を
掲
載
し
た
地

図
（
お
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
）
の
作
成
に

当
た
り
、
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
が
活

用
し
や
す
い
地
図
と
す
る
た
め
、
作

成
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

４
月
か
ら
道
路
占
用
料
を
改

定
し
ま
す

「
お
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
」
を
一

緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

※
選
考
結
果
は
、
後
日
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
晶
か
ら
５
月
６
日
昭
ま
で
に
、

１６団
体
の
規
約
ま
た
は
会
則
・
役
員
名

簿
お
よ
び
作
文
「
お
ト
イ
レ
マ
ッ
プ

作
成
に
あ
た
っ
て
」
を
４
０
０
字
以

内
に
ま
と
め
、
介
護
支
援
課
高
齢
者

支
援
係
へ
。

 　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
食
費
の

一
部
を
、
介
護
保
険
の
「
市
町
村
特

別
給
付
」
と
し
て
一
食
に
つ
き
２
０

０
円
給
付
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
各
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
と
介
護
支
援
課
で
配
布
し
ま
す
。

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月　
３０

日
晶
ま
で
に
、
介
護
支
援
課
介
護
保

険
係
へ
。

 　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
更
新

２２

手
続
き
は
、
６
月
１
日
昇
か
ら
７
月

　

日
捷
ま
で
で
す
。

１２
　

手
続
き
は
各
金
融
機
関
等
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
労
働
局
適
用

課
察
（
３
５
１
２
）
１
６
２
８

 
恭
第
１
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
の
推
進
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
４
月　

日
晶
午
後
７
時
か

２３

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

特
別
給
付
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

食
費
助
成
）
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
（
第
４
期
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

き
は
お
早
め
に

〔
案
件
〕
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の

実
施
状
況
に
関
す
る
総
合
的
評
価
、

推
進
の
検
討
と
改
善
、
推
進
に
関
す

る
基
本
条
例
の
改
正
に
関
す
る
事
項

等〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
４
回
狛
江
市
食
育
推
進
検
討
委

員
会

〔
日
時
〕
４
月　

日
昭
午
後
６
時　

２２

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕
狛
江
市
食
育
推
進
計
画

（
素
案
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

恭
狛
江
市
自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議

会〔
日
時
〕
４
月　

日
昌
午
後
２
時
か

２８

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
管
理
課
道
路

管
理
係

恭
第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

〔
日
時
〕
４
月　

日
昌
午
後
７
時
か

２１

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

 　

１
月
か
ら
３
月
ま
で
、
次
の
方
々

か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
荒
木
宣
行
▽
千
代
田
第
一
工
業
株

式
会
社

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

こ
ま
こ
ま
ええ応

援
寄
附

　
　

応
援
寄
附
金金

ớ
敬
ớ
敬
称称
略
Ờ
略
Ờ

市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員

市
職
員
ののののののののののの

人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異

人
事
異
動動動動動動動動動動動

おおおおおおおおおお
よよよよよよよよよよ
びびびびびびびびびび
退退退退退退退退退退
職職職職職職職職職職

お
よ
び
退
職
者者者者者者者者者者者

　

４
月
１
日
付
け
で
、
市
立
小
学

校
の
校
長
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た

（
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
）。

▽
緑
野
小
学
校
長　

山
田
裕
（
佐

藤
正
志
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

　

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動

を
行
い
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前

職
）。

■
部
長
職　

▽
議
会
事
務
局
長　

森
田
清
秋

（
児
童
青
少
年
部
長
）
▽
児
童
青

少
年
部
長　

平
林
浩
一
（
企
画
財

政
部
政
策
室
長
）
▽
建
設
環
境
部

長　

松
本
培
夫
（
総
務
部
安
心
安

全
課
長
）
▽
教
育
部
長　

小
泉
一

夫（
福
祉
保
健
部
介
護
支
援
課
長
）

▽
教
育
部
理
事
（
兼
）
指
導
室
長

　

松
田
孝
（
東
京
都
派
遣
）

■
課
長
職　

▽
企
画
財
政
部
政
策
室
長　

松
坂

誠
（
児
童
青
少
年
部
児
童
青
少
年

課
長
）
▽
総
務
部
安
心
安
全
課
長

　

三
角
光
正
（
総
務
部
安
心
安
全

課
長
補
佐
（
兼
）
安
心
安
全
係
長
）

▽
総
務
部
職
員
課
労
働
安
全
衛
生

担
当
主
幹　

徳
冨
善
子
（
総
務
部

職
員
課
長
補
佐
（
兼
）
厚
生
係
長
）

▽
福
祉
保
健
部
生
活
支
援
課
主
幹

（
兼
）
生
活
福
祉
係
長　

浅
見
文

恵
（
福
祉
保
健
部
生
活
支
援
課
長

補
佐
（
兼
）
生
活
福
祉
係
長
）
▽

福
祉
保
健
部
介
護
支
援
課
長　

西

田
久
美
子
（
福
祉
保
健
部
介
護
支

援
課
長
補
佐
（
兼
）
介
護
保
険
係

長
）
▽
児
童
青
少
年
部
子
育
て
支

援
課
長　

小
川
み
ゆ
き
（
市
民
生

活
部
納
税
課
長
補
佐
（
兼
）
納
税

係
長
）
▽
児
童
青
少
年
部
児
童
青

少
年
課
長　

井
上
和
信
（
児
童
青

少
年
部
児
童
青
少
年
課
副
主
幹

（
兼
）
保
育
係
長
）
▽
建
設
環
境

部
都
市
整
備
課
長　

紺
矢
繁
雄

（
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
（
兼
）

庶
務
統
計
係
長
）
▽
建
設
環
境
部

下
水
道
課
長　

遠
藤
克
哉
（
建
設

環
境
部
上
下
水
道
課
副
主
幹
）
▽

教
育
部
図
書
館
主
幹
（
兼
）
図
書

サ
ー
ビ
ス
係
長　

小
川
守
清
（
児

童
青
少
年
部
児
童
青
少
年
課
長
補

佐
（
兼
）
児
童
青
少
年
係
長
）

　

ま
た
、
３
月　

日
付
け
の
退
職

３１

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
部
長
職　

▽
内
山
恵
市
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
渡
辺
洋
（
建
設
環
境
部
長
）
▽

穐
山
伸
芳
（
教
育
部
長
）

■
課
長
職　

▽
小
林
茂（
総
務
部
職
員
課
主
幹
）

▽
山
本
正
夫
（
総
務
部
管
財
課
検

査
担
当
主
幹
）
▽
高
橋
善
治
（
児

童
青
少
年
部
子
育
て
支
援
課
長
）

▽
井
上
清
治
（
建
設
環
境
部
環
境

管
理
課
主
幹
（
兼
）
道
路
管
理
係

長
）
▽
山
口
昭
二
（
建
設
環
境
部

都
市
整
備
課
主
幹
）
▽
石
原
賢
二

（
建
設
環
境
部
上
下
水
道
課
長
）▽

栗
山
明
（
建
設
環
境
部
上
下
水
道

課
主
幹
（
兼
）
上
水
道
庶
務
係
長
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

g

i

h

j

kkkkkk

kkkkkk

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異

校
長
人
事
異
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
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実
施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

乳
が
ん
検
診
は
、
視
診
・
触
診
後
、

指
定
日
（
５
月　

日
晶
・　

日
捷
、

１４

２４

６
月
６
日
掌
・　

日
昭
）
に
マ
ン
モ

１０

グ
ラ
フ
ィ
を
行
う
セ
ッ
ト
検
診
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

　

時
間

２４医
療
機
関
案
内

休

日

診

療

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

○
ひ
ま
わ
り

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 

h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
im
a

w
ari.m

etro
.to
k
yo
.jp
/

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

HP

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１８

２５

２９

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕
午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　

察
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
５
月　

日
捷
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち
物
〕

２０

１０

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
５
月　

日
昭
受
付
時
間
は

２０

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
４
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち
物
〕

１９母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
健
康
診
査
助
成
金
交
付
制
度

の
交
付
金
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

〔
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

２１

２２

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
受
診
し
た

３１

妊
婦
健
康
診
査
〕
▽
初
回
分　

８
埀

５
０
０
円
（
上
限
）
▽
２
回
目
以
降

　

回
ま
で　

５
埀
０
０
０
円
（
上
限
）

１４〔
４
月
１
日
以
降
に
受
診
し
た
妊
婦

健
康
診
査
〕
▽
初
回
分　

８
埀
４
８

０
円
（
上
限
）
▽
２
回
目
以
降　

回
１４

ま
で　

４
埀
９
９
０
円
（
上
限
）
※

交
付
対
象
と
な
る
健
康
診
査
や
助
成

回
数
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
食
育
料
理
教
室
「
取
り
分
け
離
乳

食
」

　

毎
月　

日
は
食
育
の
日
。
大
人
の

１９

食
事
か
ら
簡
単
に
離
乳
食
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
昌
午
前　

時　

１９

１０

３０

分
～
正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後
６
～
８
カ
月

児
の
保
護
者
お
よ
び
離
乳
食
に
興
味

の
あ
る
方
※
保
育
あ
り
〔
定
員
〕
先

着　

人
〔
内
容
〕
調

１８
理
実
習
（
豆
ご
飯
・

若
竹
汁
・
魚
の
マ
リ

ネ
風
・
粉
ふ
き
芋
）

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
材
料
代
等
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
児
の
離
乳
食
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。
受
講
中
は
民

生
・
児
童
委
員
の
協
力
に
よ
り
乳
児

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
昭
受
付
時
間
は

１３

午
後
１
時
～
１
時　

分
（
３
時
終
了

２０

予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
〔
対
象
〕
第
一
子
目
の
保
護
者

〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕
母

２５

子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　

ふ
た
ご
・
み
つ
ご
ち
ゃ
ん
以
上
を

育
て
て
い
る
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
の
交
流
の
場

で
す
。

　

日
ご
ろ
の
ス

ト
レ
ス
や
育
児

の
悩
み
な
ど
を
、

先
輩
マ
マ
と
一

緒
に
分
か
ち
合

い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
程
〕
毎
月
第
一
水
曜
日
※
５
月

は　

日
昌
、　

月
は　

日
昌
〔
時
間
〕

１２

１１

１０

午
前　

時
～
正
午
（
出
入
り
自
由
）

１０

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
５
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
口
体
操　

〔
日
程
〕　

日
昌
〔
講

１２

師
〕
原
眞
奈
美
さ
ん

▽
健
康
体
操
教
室　

〔
日
程
〕　

日
晶

２１

〔
講
師
〕
前
川
省
子
さ
ん

▽
体
操
教
室
（
体
力
測
定
）　

〔
日
程
〕

　

日
昭
〔
講
師
〕
こ
ま
え
苑
職
員

２７
　

各
日
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時
〔
定
員
〕　

人
※
水
分
は
各
自

２０

準
備
し
、
運
動
の
際
は
動
き
や
す
い

服
装
・
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
晶
か
ら
こ
ま
え
苑
察
（
３
４
８

１６９
）
２
４
２
２
へ
。

 
■
育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
、
お
母
さ

ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
子

ど
も
の
身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
昌
午
前
９
時　

２８

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
等
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
晶
午
前
９
時　

２３

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
犬
の
し
つ
け
・
飼
い
方
相
談

　

東
京
都
動
物
愛
護
推
進
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
晶
午
前
９
時　

２３

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕
先
着
６
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

〜ご注意ください〜

　子宮頸がん・乳がん無料クーポン検診（対象者一

覧参照）は、無料クーポン券が届いてから受診して

ください。５月の検診をお受けになると有料となり、

クーポン券による検診は受けられません。

　詳細は、６月１５日号（予定）をご覧ください。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

■子宮頸がん・乳がん無料クーポン検診対象者（女性）一覧

年　　齢（生年月日）

２０歳（平成元年４月２日～平成２年４月１日）

子
宮
頸
が
ん

２５歳（昭和５９年４月２日～昭和６０年４月１日）

３０歳（昭和５４年４月２日～昭和５５年４月１日）

３５歳（昭和４９年４月２日～昭和５０年４月１日）

４０歳（昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日）

４０歳（昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日）

乳　

が　

ん

４５歳（昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日）

５０歳（昭和３４年４月２日～昭和３５年４月１日）

５５歳（昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日）

６０歳（昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日）

■乳がん・子宮がん検診

実施期間検診内容費　用対　象

５月１日松
　～３１日捷

視診・触診とマ
ンモグラフィ
（乳房Ｘ線検査）

２，１００円
（税込）

満４０～４９歳の市民

乳がん
１，０５０円
（税込）

満５０歳以上の市民

細胞診無料満２０歳以上の市民
子宮頚がん

子宮体がん

※乳がん・子宮がんの受診間隔は２年に１度です（平成２１年度に受診した
方は、今年度は受診できません）。
※子宮体がんは、医師の判断で受診者が同意する場合頚部がん検診に併せ
て受診できます。
※マンモグラフィは、あいとぴあセンターに検診車が来ます。

■乳がん・子宮がん検診実施医療機関

子宮がん乳がん電話番号所　在　地医療機関名

―○（３４８９）３８３０和泉本町３－３－１８岩 瀬 外 科 内 科

○○（３４８０）４１２２中和泉５－１０－１８松 岡 医 院

○○（３４８８）１１０３東和泉１－２１－３保坂産婦人科クリニック

○―（５４９７）１２３８　〃　３－３－９和泉多摩川クリニック

―○（３４３０）１２１４岩戸南１－４－１１一の橋内科皮フ科

―○（３４８９）６００５猪　方３－２４－５小 幡 医 院
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■特別便　１便から申し込めます。
申込期限金額（税込）内　　　容お届け月

６月中

２，３００円メロン（２玉）夏のメロン便
（７月便）

３，５００円

冷や吟醸生（吉乃川）・めだかの
宿（新潟銘醸）・寒中梅（吟醸生
貯蔵）・長者盛（生貯蔵）・越後
路（本醸造生酒）

夏の冷酒お試し便
（７月便）

４，６００円

米ちまき（きなこ付）（５個×
２）・川口小唄（５個）・なし茄
子漬け（５つ）・純米吟醸八海山
７２０朱

お中元便

７月中２，５００円スイカ（１玉）夏のスイカ便
（８月便）

８月中４，５００円
八海山本格米焼酎黄麹三段仕込
「宜有千萬」・吟醸焼酎極上吉乃
川・本格米焼酎ほんやら

越後の酒蔵米焼酎便

９月中
３，０００円新米コシヒカリ（３手）新米コシヒカリ便

（１０月便）

３，２００円新米こしいぶき（５手）新米こしいぶき便
（１０月便）

１１月中
４，２００円切り餅（８枚）・特別栽培米（２

手）・吟醸極上吉乃川７２０朱お歳暮便

５，４００円八海山（吟醸酒）・極上吉乃川
（吟醸酒）・越後の良寛（吟醸酒）

お正月地酒便
（１２月便）

申込期限金額（税込）内　　　容お届け月

平成２３年
１月中４，０００円切り餅（１６枚）・草餅（１６枚）切餅便

通　年

３，０００円手のし餅・蓮餅・玄米餅・豆餅（各
５００ｇ）餅詰め合わせ便

３，５００円笹だんご（１０個）・チマキ（１０
個）

笹だんご・チマキ便
（１０個）

４，５００円笹だんご（１５個）・チマキ（１５
個）

笹だんご・チマキ便
（１５個）

３，５００円
八海山の原酒で仕込んだ梅酒・
八海山本格米焼酎黄麹三段仕込
「宜有千萬」

八海山こだわり便

３，８００円

野沢菜漬け・甘酢大根・メロン
粕漬け・山菜ご飯の素・かぐら
南蛮味噌・青とうがらし味噌・
ふきのとう佃煮

ごはんの友・漬物便

４，０００円
川口小唄（５個）・いおの（５個）・
川口あおり太鼓（５個）・舌つづ
み（５個）

お菓子詰合せ便

４，２００円
特別栽培米（１．５手）・手のし餅・
ぽん菓子・かぐら南蛮味噌・手
作り味噌・きゃらぶき

特選便

以　下　は　広　告　枠　で　す

　

夏
の
風
物
詩
「
狛
江
古
代
カ
ッ
プ

多
摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス
」（
７
月　

日
１８

掌
）、
奥
多
摩
町
で
開
催
す
る
「
奥
多

摩
セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」（
４
月　

日
２９

抄
）、住
民
交
流
友
好
都
市
山
梨
県
小

菅
村
で
開
催
す
る
「
多
摩
源
流
ま
つ

り
」（
５
月
４
日
抄
）、
山
梨
県
丹
波

山
村
で
開
催
す
る「
夏
ま
つ
り
丹
波
」

（
７
月　

日
掌
）、エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

２５

で
開
催
す
る
「
多
摩
川
流
域
郷
土
芸

能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（　

月
５
日

１２

掌
）
の
う
ち
、
３
つ
以
上
の
イ
ベ
ン

ト
に
見
学
・
参
加
し
た
方
に
、
も
れ

な
く
小
菅
村
、
丹
波
山
村
、
奥
多
摩

町
の
特
産
品
等
の
詰
め
合
わ
せ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
抽
選
に
よ
り
、
小
菅
村
、

丹
波
山
村
、
奥
多
摩
町
の
旅
館
宿
泊

券（
ペ
ア
）や
小
菅
村
、丹
波
山
村
、奥

多
摩
町
の
３
つ
の
温
泉
が
１
年
間
入

浴
で
き
る
フ
リ
ー
パ
ス
券
、
さ
ら
に

海
外
旅
行
（
グ
ア
ム
３
泊
４
日
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
ス
タ
ン
プ
を

押
す
台
紙
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
は
、
市

役
所
、
狛
江
・
喜
多
見
・
和
泉
多
摩

川
の
各
駅
等
で
配
布
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ー

事
務
局
察
（
３
４
８
０
）
９
３
６
７

■特栽米便　２万円コース（税込価格）
申込期限金　額（税込）内　　　　　容お届け月

５月上旬２万円
（２月便までの４回分）

特別栽培米（２手）・アスパラガス・ふきのとう甘辛煮・わらびみ
そ漬け・うす味付なめこ・米ちまき・手作り飴・笹だんご５月便

７月上旬１万６，０００円
（２月便までの３回分）

特別栽培米（２手）・はんじろう寄せ豆腐・かぐら南蛮味噌・なし
茄子漬け・えご・車麩・うす味付なめこ・川口小唄８月便

１１月中旬１万１，５００円
（２月便までの２回分）

特別栽培米（２手）・えのき茸・ぽん菓子・秘蔵そば・ハッカ飴・
幸源野沢菜漬け・切り餅・黒糖まんじゅう１２月便

平成２３年
１月中旬６，５００円特別栽培米（２手）・甘藷・手作りこんにゃく・うるい・たらの

芽・きゃらぶき・手作り味噌・草餅
平成２３年
２月便

■普通便　１万５，０００円コース（税込価格）
申込期限金　額（税込）内　　　　　容お届け月

５月上旬１万５，０００円
（２月便までの４回分）

アスパラガス・ふきのとう甘辛煮・わらびみそ漬け・うす味付な
め茸・米ちまき・手作り飴・笹だんご５月便

７月上旬１万２，０００円
（２月便までの３回分）

はんじろう寄せ豆腐・かぐら南蛮味噌・なし茄子漬け・えご・車
麩・はっか糖（絹愛はっか）・川口小唄８月便

１１月中旬８，５００円
（２月便までの２回分）

えのき茸・ぽん菓子・特別栽培米（２手）・秘蔵そば・うす味付け
なめこ・幸源野沢菜漬け・切り餅１２月便

平成２３年
１月中旬４，５００円甘藷・手作りこんにゃく・うるい・たらの芽・きゃらぶき・手作

り味噌・草餅
平成２３年
２月便

ủ
多
摩
川
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ồ
Ứ
へ

　
　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

狛
江
市
民
限
定
・ 

棚
田
オ
ồ
ナ
ồ
募
集

　

新
潟
県
長
岡
市
川
口
地
域
の
武
道

窪
地
区
の
「
農
業
生
産
法
人
グ
ル
ー

プ
フ
ァ
ー
ム
武
道
窪
」
が
、
昨
年
に

引
き
続
き
狛
江
市
民
限
定
で
棚
田
オ

ー
ナ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

％
以
上
の
減
農
薬
・
減
化
学
肥

５０
料
と
徹
底
し
た
管
理
に
よ
る
新
潟
県

認
証
の
特
別
栽
培
米
「
川
口
産
魚
沼

こ
し
ひ
か
り
」
を
オ
ー
ナ
ー
に
な
り

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
特
典
〕
新
潟
県
認
証
特
別
栽
培
米

「
川
口
産
魚
沼
こ
し
ひ
か
り
」玄
米　
１５

手
、
各
種
体
験
ツ
ア
ー
等
の
ご
案
内

〔
年
会
費
〕
１
万
円

※
栽
培
管
理
は
、
フ
ァ
ー
ム
武
道
窪

で
行
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕
５
月　

日
晶
ま
で
に
、

１４

市
役
所
等
に
設
置
し
た
チ
ラ
シ
の
申

込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
支
所
産
業
課

察
０
２
５
８
（　

）
３
１
１
３

８９

み
ん
な
で
楽
し
む 

日
帰
り
田
植
ツ
ア
ồ

〔
日
時
〕
５
月　

日
掌
午
前
９
時　

２３

３０

分
か
ら
（
雨
天
決
行
）

〔
内
容
〕
田
植
体
験
と
地
域
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
作
っ
た
田
舎
料
理
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

〔
参
加
費
〕
２
埀
０
０
０
円
（
現
地

集
合
・
解
散
。
上
越
新
幹
線
を
ご
利

用
の
方
は
浦
佐
駅
か
ら
送
迎
あ
り
）

※
詳
細
は
、
参
加
者
に
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕
５
月　

日
晶
ま
で
に
、

１４

市
役
所
等
に
設
置
し
た
チ
ラ
シ
の
申

込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
支
所
産
業
課

察
０
２
５
８
（　

）
３
１
１
３

８９

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
新

潟
県
川
口
地
域
の
四
季
折
々
の
特

産
品
を
お
届
け
す
る
「
越
後
川
口

ふ
る
さ
と
友
の
会
」
の
会
員
を
今

年
も
募
集
し
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
旬
の
品
々
が
季
節

ご
と
に
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

※
気
候
等
に
よ
り
内
容
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕
市
内
公
共
施
設
で

配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を
地
域

活
性
課
ま
た
は
直
接
郵
便
局
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
市

民
活
動
推
進
係

ủ
越
後
川
口
ふ
る
さ
と
友
の
会
Ứ会
員
募
集

滑
多
摩
川
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト

越越越越越越越越越越越越越越
後後後後後後後後後後後後後後
川川川川川川川川川川川川川川
口口口口口口口口口口口口口口

越
後
川
口
ののののののののののののののの

ủủủủủủủủủủủủủủ
うううううううううううううう
んんんんんんんんんんんんんん
めめめめめめめめめめめめめめ
ựựựựựựựựựựựựựự
ỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨ味味味味味味味味味味味味味味
をををををををををををををを
ああああああああああああああ
なななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたた

ủ
う
ん
め
ự
Ứ味
を
あ
な
た
ににににににににににににににに
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以　下　は　広　告　枠　で　す

 
■
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
１
回
）
～
完
璧
な

親
な
ん
て
い
な
い
～

〔
日
程
〕
５
月　

日
晶
、
６
月
４
日

２８

晶
・　

日
晶
・　

日
晶
・　

日
晶
、

１１

１８

２５

７
月
２
日
晶
（
全
６
回
）〔
時
間
〕
午

前　

時
～
正
午
〔
会
場
〕
中
央
公
民

１０
館
〔
対
象
〕
１
～
３
歳
児
の
母
親
※

原
則
、
全
回
出
席
可
能
で
、
過
去
に

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
〔
定
員
〕

先
着　

人
〔
内
容
〕
同
年
代
の
子
ど

１０

も
を
持
つ
親
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え

て
い
る
悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
な
が

ら
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
を
学
び
ま

す
※
託
児
あ
り
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
捷
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課
企

２６画
支
援
係
へ
。

■
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
４
月　

日
松
午
前　

時
～

２４

１０

正
午
〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
テ
ー
マ
〕
簡
単
な
集
合
住
宅
点
検
、

参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
な
ど
〔
講

師
〕
石
賀
健
勝
さ
ん
（
狛
江
市
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
士
会
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
市
整
備
課
企
画

計
画
係

■
古
布
再
生
「
着
物
か
ら
シ
ャ
ツ
を

作
ろ
う
」

〔
日
時
〕
４
月　

日
捷
・　

日
昇
午

２６

２７

前　

時
～
午
後
４
時
〔
会
場
〕
ビ
ン
・

１０
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕

各
日
５
人
〔
持
ち
物
〕
古
い
着
物
ま

た
は
羽
織
（
ほ
ど
い
た
も
の
）・
ボ
タ

ン
（
８
～　

個
）・
物
差
し
・
筆
記
用

１０

具
・
裁
縫
道
具
・
裁
ち
ば
さ
み
・
紙

ば
さ
み
※
３
月
に
受
講
し
て
い
る
方

は
、
型
紙
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
〔
参

加
費
〕
５
０
０
円
（
材
料
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１９

捷
か
ら
清
掃
課
へ
。

■
生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会
「
畑
や
庭
、

ベ
ラ
ン
ダ
で
の
利
用
法
」

〔
日
時
〕
４
月　

日
昌
午
前　

時
～

２８

１０

正
午
〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
生
ご
み

（
少
量
）・
は
さ
み
・
牛
乳
パ
ッ
ク

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

■
平
成　

年
度
憲
法
週
間
行
事
「
講

２２

演
と
映
画
の
集
い
」

〔
日
時
〕
５
月
６
日
昭
午
後
１
時　
３０

分
～
５
時　

分
（
１
時
開
場
）〔
会
場
〕

１０

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕

先
着
８
４
０
人
〔
内
容
〕
▽
林
家
う

ん
平
さ
ん
（
落
語
家
）
に
よ
る
講
演

▽
映
画
「
デ
ィ
ア
・
ド
ク
タ
ー
」（
字

幕
付
き
、
１
２
７
分
）
の
上
映
ほ
か

※
託
児
室
（
要
予
約
）・
手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
あ
り

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
総
務
局
人

権
部
察
（
５
３
８
８
）
２
５
８
８

 
■
狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

〔
対
象
〕
▽
介
護
支
援
専
門
員
（
嘱

託
職
員
）　

昭
和　

年
４
月
２
日
以

３０

降
生
ま
れ
の
方
▽
看
護
師
（
非
常
勤

職
員
）　

年
齢
制
限
な
し
〔
募
集
人

員
〕
各
１
人
※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.k
o
m
ae-sh

ak

yo
.o
r.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
社
会
福
祉
協
議
会
察
（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
へ
。

 
■
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
キ
ン
ボ

ー
ル
・
ド
ッ
チ
ビ
ー
」

〔
日
時
〕
５
月　

日
松
午
前
９
時
～

１５

　

時　

分
（
土
曜
日
を
主
に
全　

回
）

１１

１５

１０

〔
会
場
〕
西
和
泉
体
育
館
〔
対
象
〕

小
学
校
３
～
６
年
生
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
参
加
費
〕
１
埀０
０
０
円
（
保

３０険
料
・
消
耗
品
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
昌
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
社
会

２８教
育
係
へ
。

■
中
高
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
初
級
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
」

〔
日
時
〕
５
月　

日
昌
午
前
９
時
～

１９

　

時　

分
（
水
曜
日
を
主
に
全　

回
）

１１

１５

１０

〔
会
場
〕
西
和
泉
体
育
館
〔
対
象
〕

市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上
の
健

４０

康
な
方
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
参
加

２５

費
〕
１
埀
５
０
０
円
（
保
険
料
・
消

耗
品
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
昌
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
社
会

２８教
育
係
へ
。

 
脅
中
央
公
民
館 

察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
子
ど
も
の
広
場　

〔
期
間
〕
５
月
か

ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の
水
曜
日

２３

（
年
間　

回
程
度
。
高
学
年
は
２
回

１５

程
度
土
曜
日
あ
り
）〔
定
員
〕
各
コ
ー

ス　

人
〔
コ
ー
ス
〕
▽
低
学
年
（
１
・

２０
２
年
生
）
▽
高
学
年
（
３
～
６
年
生
）

〔
内
容
〕
工
作
・
料
理
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
等
を
通
し
、
仲
間
づ
く
り

を
進
め
ま
す
〔
参
加
費
〕
５
埀
０
０

０
円
※
応
募
多
数
の
場
合
は
４
月　
２８

日
昌
午
前　

時　

分
か
ら
講
座
室
で

１０

３０

公
開
抽
選
〔
申
し
込
み
〕
４
月　

日
１６

晶
か
ら　

日
昭
ま
で
に
窓
口
（
午
前

２２

９
時
か
ら
）
へ
。

 
脅
中
央
図
書
館 

察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
「
図
書
館
で
会
え
る
絵
本　

６
歳

ま
で
に
読
ん
で
ほ
し
い
絵
本
リ
ス

ト
」
を
作
成
し
ま
し
た　

親
子
一
緒

に
絵
本
を
読
ん
で
素
敵
な
時
間
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
図
書
館
が
お
薦
め
す

る
絵
本
を
集
め
た
紹
介
冊
子
を
作
成

し
ま
し
た
。
掲
載
し
た
絵
本
は
、
対

象
年
齢
別
の
色
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、
４

月　

日
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か

２３
ら
中
央
図
書
館
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
０
～
２
歳
児
の
赤

ち
ゃ
ん
に
お
薦
め
の
絵
本
を
集
め
た

「
赤
ち
ゃ
ん
に
贈
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ

ッ
ク
」
も
併
せ
て
活
用
く
だ
さ
い
。

脅
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　

〔
日
時
〕
４

月　

日
晶
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

２３

３０

象
〕
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
〔
大
型

絵
本
〕
そ
ら
ま
め
く
ん
の
ベ
ッ
ド
〔
紙

芝
居
〕
ザ
リ
ガ
ニ
の
あ
か
〔
折
り
紙
〕

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

■
親
子
で
楽
し
む
な
ん
ぶ
お
は
な
し

会　

〔
日
時
〕
４
月　

日
晶
午
前　

時

２３

１１

か
ら
〔
対
象
〕
乳
幼
児
〔
大
型
絵
本
〕

ぴ
ょ
ー
ん
〔
大
型
紙
芝
居
〕
お
お
き

く
お
お
き
く
お
お
き
く
な
あ
れ
〔
工

作
〕
ち
ょ
う
ち
ょ

 
■
市
役
所
ロ
ビ
ー
絵
手
紙
展

〔
日
程
〕
４
月　

日
昭
～　

日
昌
〔
会

１５

２８

場
〕
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
〔
内
容
〕

市
内
絵
手
紙
団
体
や
狛
江
們
絵
手
紙

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
絵
手
紙
を
中
心

と
し
た
展
示
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕「
絵
手
紙
発
祥
の
地

們
狛
江
」
実
行
委
員
会
事
務
局
（
地

域
活
性
課
市
民
文
化
係
）

 
■
不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
に
あ
る
不
用

品
交
換
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
不
用

品
を
「
ゆ
ず
り
ま
す
」「
ゆ
ず
っ
て
く

だ
さ
い
」
の
情
報
を
記
載
し
た
「
不

用
品
交
換
カ
ー
ド
」
が
あ
り
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、「
不
用
品
交
換
カ
ー
ド
」
へ

の
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

食
料
品
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
薬
品
、
動

物
、
貴
金
属
等
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
地
域

振
興
係

■
あ
い
と
ぴ
あ
助
成
金

　

地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
市

内
で
活
動
す
る
福
祉
団
体
へ
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
共
同
募
金
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
の
募
金
を
財
源

と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

７
日
晶
ま
で
に
狛
江
市
社
会
福
祉
協

議
会
察
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
は
お

早
め
に

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成

　

年
７
月　

日
正
午
に
す
べ
て
の
放

２３

２４

送
が
終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
、
ま

た
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
が
必
要
な
場
合
あ
り
）。

　

ま
た
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で
テ

レ
ビ
を
ご
覧
の
方
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
た
め
の
施
設
改
修
が
必
要
で
す
。

　

地
デ
ジ
の
準
備
が
よ
く
分
か
ら
な

い
方
は
、
デ
ジ
サ
ポ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
d
ig
isu
p
p
o
.jp
/

）
か
総

務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
終

了
し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
省
地
デ
ジ
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
察
０
５
７
０
（　

）
０７

０
１
０
１
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）、
環
境

管
理
課
環
境
整
備
係
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市
民
協
働
提
案
事
業
の
募
集

～
市
と
一
緒
に
事
業
を
し
ま
せ
ん
か
～
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生
活
支
援
課
は
、
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
方
の
相
談
や
生
活

保
護
の
実
施
を
担
当
し
て
い
る

ほ
か
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
永

住
帰
国
者
へ
自
立
の
た
め
の
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
帰
国
者
に
対
し
て
は
言

葉
や
生
活
習
慣
が
違
う
た
め
、

中
国
語
が
で
き
る
支
援
・
相
談

員
を
配
置
し
て
、
帰
国
者
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
緊
急

援
護
資
金
や
入
院
差

額
室
料
資
金
の
貸
し

付
け
、
ま
た
、
離
職

者
に
対
し
て
住
宅
手

当
を
支
給
し
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

な
が
ら
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、
経

済
的
自
立
と
生
活
安
定
の
た
め

に
、
各
種
貸
し
付
け
や
職
業
訓

練
受
講
の
た
め
の
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な

情
報
は
常
に
共
有
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
夏
と
冬
に
は
国

土
交
通
省
と
連
携
し
て
、
路
上

生
活
者
の
合
同
調
査
を
行
い
、

生
活
状
況
、
健
康
状
態
等
を
確

認
し
、
自
立
に
向
け
た
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
長
引
く
経
済
情
勢

の
悪
化
の
た
め
生
活
相
談
が
増

加
し
て
お
り
、
相
談
者
が
安
定

し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、

総
勢　

人
の
職
員
が
毎
日
忙
し

１１

く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が

好
き
で
、
気
分
転
換
の
た
め
年

に
何
回
か
小
さ
な
カ
メ
ラ
を
首

に
か
け
、
写
真
を
撮
り
に
野
山

へ
出
掛
け
ま
す
。
気
に
入
っ
た

作
品
は
大
き
く
引
き
伸
ば
し
、

部
屋
に
飾
っ
て
鑑
賞
し
ま
す
。

　

小
さ
な
草
花
で
も
一
生
懸
命

咲
い
て
い
る
姿
を
見
る
と
自
然

の
尊
さ
を
感
じ
、
い
っ
と
き
の

間
で
す
が
、
日
々
の
忙
し
さ
を

忘
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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昨
年
４
月
以
降
、
不
審
者
や
不

審
物
、
そ
の
ほ
か
問
題
と
な
る
よ

う
な
事
件
、
事
故
が
発
生
し
て
い

な
い
の
が
幸
せ
で
す
。

　

今
後
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

近
隣
の
防
犯
な
ど
の
情
報
を
得
な

が
ら
、
安
心
・
安
全
な
町
会
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

北

久

保

Ａ

団

地 

自

治

会

　

北
久
保
Ａ
団
地
自
治
会
は
、
昭

和　

年
に
小
田
急
電
鉄
の
分
譲
住

３４
宅
と
し
て
開
発
さ
れ
た
地
域
で
、

後
に
町
会
に
発
展
し
た
自
治
会
で

す
。

　

世
帯
数
は
、　

世
帯
で
高
齢
者

８１

の
占
め
る
割
合
が
極
め
て
高
い
地

域
で
す
。

　

当
町
会
の
組
織
は
４
人
の
班
長

が
一
年
交
代
で
当
番
に
当
た
り
、

連
絡
担
当
（
会
長
を
兼
任
）
の
ほ

か
３
人
が
防
犯
、
防
災
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
定
時
総
会
で
各
役
員
が

選
出
さ
れ
る
ほ
か
の
町
会
と
は
若

干
異
な
っ
た
町
会
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寂
し
い
こ
と
に
小
さ
な

子
ど
も
が
い
な
い
住
宅
地
で
、
学

童
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
昼
間
の
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
防
犯
、
防
災
を
中

心
と
し
た
活
動
が
主
力
と
な
り
ま

し
た
。
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
平
成　

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

１８

て
い
ま
す
が
、
毎
週
１
回
午
後
５

時
か
ら
８
時
に
か
け
て
街
路
灯
の

点
灯
を
確
認
し
な
が
ら
、
２
人
以

上
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。

北久保Ａ団地自治会の方々

市
内
で
活
躍
す
る

地
域
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
紹

地
域
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
紹
介介
校

石飛一博生活支援課長

脅
和
泉
児
童
館 

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
一
輪
車
検
定　

〔
日
時
〕
４
月　
１７

日
松
午
後
３
時
～
４
時
〔
対
象
〕

小
学
生

■
お
や
つ
作
り
「
野
外
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
作
り
」　

〔
日
時
〕
４
月　

日
２４

松
午
後
１
時
～
３
時
〔
対
象
〕
小

学
生
〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
費
〕

２０

１
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
８
日
昭

午
前　

時　

分
か
ら
窓
口
へ
。

１０

３０

■
マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を
作
ろ
う

　

〔
日
時
〕
４
月　

日
捷
午
後
３
時

２６

～
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼
児

保
護
者
同
伴
可
）

■
タ
ス
ケ
大
会　

〔
日
時
〕
４
月　
３０

日
晶
午
後
３
時　

分
～
５
時　

分

３０

３０

〔
対
象
〕
小
学
生

脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
中
高
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
タ
ス

ケ
」　

〔
日
時
〕
４
月　

日
昭
午
後

２２

６
時
～
７
時
〔
対
象
〕
中
学
・
高

校
生
〔
申
し
込
み
〕
直
接
窓
口
へ
。

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

察
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
春
の
恒
例
「
す
い
と
ん
作
り
」

　

〔
日
時
〕
４
月　

日
松
午
前　

時

２４

１１

～
正
午
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子

〔
申
し
込
み
〕　

日
晶
ま
で
に
、

２３

直
接
窓
口
へ
。

脅
多
摩
川
保
育
園 

察
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　

〔
日
時
〕
４
月　

日
２３

晶
午
前　

時
～　

時
（
雨
天
中
止
）

１０

１１

〔
内
容
〕
育
児
相
談
な
ど

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて

〔
対
象
団
体
〕
市
民
公
益
活
動
団
体

登
録
を
行
っ
て
い
る
団
体

※
提
案
に
当
た
り
、
新
規
登
録
も
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
事
業
〕
提
案
団
体
と
市
が
行

う
協
働
事
業
で
、
次
の
条
件
を
満
た

す
も
の

▽
市
内
で
行
わ
れ
る
事
業

▽
平
成　

年
度
に
実
施
可
能
な
事
業

２３

▽
地
域
社
会
の
発
展
ま
た
は
地
域
の

課
題
や
社
会
課
題
の
解
決
が
期
待
で

き
る
事
業

▽
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
よ
り

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

▽
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
が
制
度
的

に
可
能
で
あ
り
、
そ
の
役
割
分
担
が

明
確
か
つ
適
切
な
事
業

▽
単
年
度
で
完
了
す
る
事
業
※
年
度

ご
と
の
申
請
と
選
考
に
よ
り
、
連
続

し
て
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕
指
定
の
提
案
書
・
実

施
計
画
書
・
収
支
計
画
書
、
定
款
ま

た
は
会
則
等
、
前
年
度
事
業
報
告
書

お
よ
び
収
支
決
算
書
、
役
員
名
簿

※
書
類
の
様
式
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
選
考
方
法
〕
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
公
開
審
査
会

※
採
択
さ
れ
た
事
業
は
、
平
成　

年
２３

度
の
事
業
実
施
に
向
け
て
担
当
所
管

課
と
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

〔
説
明
会
〕
４
月　

日
捷
午
後
７
時

２６

　

分
か
ら
４
階
特
別
会
議
室

３０〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
晶
ま
で
に
、
政
策
室
協
働
調
整

１１担
当
へ
。

〔
対
象
団
体
〕
市
民
公
益
活
動
を
行

う
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は
問
わ
な

い
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を

満
た
す
団
体

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
役
員
が
在
籍

▽
事
務
所
・
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ

る▽
活
動
範
囲
に
狛
江
市
を
含
む

〔
対
象
事
業
〕
６
月
１
日
か
ら
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
に
市
内
で
行
わ

２３

３１

れ
る
事
業
の
う
ち
、
先
駆
的
で
将
来

性
の
あ
る
、
ま
た
は
市
民
ニ
ー
ズ
や

地
域
性
に
適
合
し
た
特
徴
あ
る
事
業
。

た
だ
し
、
狛
江
市
に
お
け
る
ほ
か
の

補
助
金
等
の
財
政
支
援
の
対
象
と
な

る
事
業
は
除
く
。

〔
補
助
金
額
〕
総
額
２
５
０
万
円
（
申

請
は
１
団
体
に
つ
き
１
事
業
。
上
限

　

万
円
ま
で
）

２０〔
提
出
書
類
〕
市
指
定
の
申
込
書
お

よ
び
事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
・

定
款
ま
た
は
会
則
等
・
名
簿

〔
選
考
方
法
〕
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
配
布
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〔
説
明
会
〕
４
月　

日
捷
午
後
６
時

２６

　

分
か
ら
４
階
特
別
会
議
室

３０〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
昇
ま
で
に
、
地
域
活
性
課
市
民

１８活
動
推
進
係
へ
。

〔
日
程
〕
４
月　

日
松
・　

日
掌

２４

２５

〔
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
４
時

〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば

〔
即
売
〕
植
木
・
草
花
・
野
菜
苗

〔
緑
化
相
談
〕
庭
木
の
せ
ん
定
や

害
虫
駆
除
、
花
の
育
て
方
な
ど
、

専
門
の
職
人
さ
ん
が
親
切
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

〔
花
と
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〕
午

前　

時
か
ら
花
（
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・

１１
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
各　

本
）、
午
後

７５

１
時
か
ら
苗
木
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・

ア
セ
ロ
ラ
各　

本
）

５０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
緑
化
推

進
事
業
協
議
会
事
務
局
（
環
境
管

理
課
環
境
整
備
係
）

狛
江
市
市
民
公
益
活
動
事
業

補
助
金（
新
し
い
風
補
助
金
）

～
春
い
っ
ぱ
い 
緑
い
っ
ぱ
い
～

u
u

u
u
u
u
u
u
u
u
u

第７５回

u
u

u
u
u
u
u
u
u
u
u

春春
のの
植植
木木
即即
売売
会会

春
の
植
木
即
売

春
の
植
木
即
売
会会
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業
募
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